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　2012年に現役を引退して5年目に
なりますが、これまで私がたどってき
た道は、競技も人生も、まさに“ハード
ル”を越え続けてきた道でした。その
中で一番実感していることは、「人間
にとって最も大きなハードルはメン
タルだ」ということです。これを物語
る有名な例が、1954年にイギリスの
ロジャー・バニスターという選手が1
マイル（1600m）3分59秒4という世界

記録を出した出
来事です。それま
での最高記録は、
1923年にフィン
ランドのヌルミ
という選手が出
した4分10秒3で
した。その後30
年以上もこの記
録は破られず、1
マイル4分を切
ることは人間に
は不可能という
のが常識になっ
ていました。その
中でバニスター
が“4分の壁”を

破ったことは人類史上大きな偉業と
なりました。しかし、さらに注目すべ
きことはこの後の出来事なのです。バ
ニスターが世界記録を打ち立てたわ
ずか46日後に別の選手がその記録を
破ります。そして、1年後にはなんと23
人の選手が4分を切る記録を出したの
です。人間は誰かができると、自分も
できるという思考に変わり、本当にそ
れができてしまうのです。つまり、不
可能という限界を作っているのは、自
分自身のただの思い込みなのです。
　「マインドセット」とも呼ばれるこ
の先入観や思い込みには、さらに「ピ
ア効果」というものが働き、自分と似
ている人間に倣う傾向があります。
ウサイン・ボルトの登場で欧米の短

距離の記録が一気に上がりましたが、
アジアの記録にはあまり影響があり
ませんでした。しかし、1998年、当時
富士通に所属されていた伊東浩司選
手がアジア大会で10秒00という記録
を出して以降、アジア人の記録がどん
どん上がっていったのです。
　そして、2017年9月9日、桐生祥秀
選手が100mで日本人初の10秒の壁
を破る9秒98をマークしました。私
は、9秒台を出す選手が今後ほどなく
して現れるだろうと予想しています。

　私は幼い頃から足が速く、走ること
が大好きな少年でした。広島東洋カー
プの本拠地という場所柄、ほとんどの
子供たちが野球をする中、私は陸上に
打ち込んでいました。中学校では、
200mで中学生最速の記録を出した
こともあります。自分でもこの調子で
行けば好きな100mで、世界で勝負で
きると本気で思っていました。
　ところが、高校に入るとその記録が
ぴたりと止まり、高校3年間での短距
離のタイムはほとんど動きませんで
した。原因のひとつは、身長170cm、
体重64kgという、現在とほぼ同じ体
形が中学生のときにすでに完成され
ており、その成長の速さがほかの子供
たちに比べて高い運動能力を示して
いたからではないかと思います。高校
卒業を前にして、私は身体能力で勝負
する短距離に限界を感じ、技術が必要
な競技を模索するようになりました。
日本人がメダルを取るスポーツは、生
まれ持った身体能力で競うものより
も、技術力が必要な競技が断然多いか
らです。そこで出会ったのがハードル
でした。400mハードルなら技術力で
勝負できるのではないかと私は考え
たのです。
　短距離からハードルへの18歳での
転向は、私の人生の最も大きな転機
となりましたが、もうひとつそのと
きに決断したことがありました。そ
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れは、コーチはつけず、すべて自分で
コントロールしようと思ったことで
す。自分の頭で考えたことを自分の
体で表現してみたい。私のこのよう
な生意気な要望を、唯一法政大学が
受け入れてくださり、その後私は法
政大学で陸上競技を続けることにな
りました。

　ハードルに転向して4年後の2000
年、私はシドニーオリンピックの日
本代表選手に選ばれました。しかし、
予選で転倒し敗退という結果に終
わってしまいました。この経験は、私
のその後の人生に非常に大きな影響
を与えることになりました。それま
での私の競技人生は常に優勝やトッ
プクラスの成績で、いわばエリート
コースを歩んできました。しかし、ど
れだけ実績があろうとも、実際にオ
リンピックの現場に立つと、緊張で
目の前のことしか見えず、周りの状
況に臨機応変な対応ができなくなっ
てしまうのです。それを克服するた
めにはオリンピックに数多く出場す
るしかないのですが、4年に1度しか
ない大会で、多くの選手にとってそ
れは無理なことです。ほとんどの選
手が初めての場所と空気に対処しな
くてはなりません。
　私は二度と同じ失敗を繰り返さな
いために、まず自分の失敗をよく見
ることから始めました。当たり前の
ことと思われるかもしれませんが、
自分の失敗を直視することは心理的
負担が非常に大きいものです。そこ
でわかったことは、当日の予想外の
強風に対応できなかったこと。そし
て、後半に追い上げてくる外国人選
手の作戦にパニックになってしまっ
たことでした。天候に対処するのは
難しいことですが、外国人の選手と
競い合うなら、海外に行けば経験を
積むことができる。私はオリンピッ
クの翌年から、海外での試合中心の

生活を始めました。
　海外遠征で外国人選手を個人的に
知ることにより、自分の中にある海
外に対する緊張が少しずつ解けてい
きました。これまでの“世界に挑む”と
いう態度ではなく、対等な選手同士
として、一人ひとりと一戦一戦競っ
ていけば確実に上に行ける。このよ
うな実感を持つことができたことは
何よりも大きな収穫となりました。
　1年後の2001年、カナダのエドモ
ントンで開かれた世界陸上で、私は
人生初の銅メダルを取ることができ
ました。新聞には、「あの転倒があっ
たからこその銅メダル」と書いてあ
りました。シドニーで
の失敗は、自分に一生
ついて回るものだと
思っていたのですが、
その後の頑張りで、過
去の出来事は変わらな
くても、その意味が変
わってくる。失敗が成
功の糧になることを私
は学びました。

　幼い頃からヒーロー
になりたいという夢が
あった私は、世界の舞台でメダルを
取ることができ、陸上競技以外の世
界でも名前を知っていただけるよう
になりました。抱いていた夢がか
なった私は、いわゆる「燃え尽き症候
群」に近い状態になっていました。い
ろいろ悩みながらも、現役アスリー
トにとってゴールはどこかと考えた
とき、それは引退の瞬間だと感じま
した。自分は一生懸命やった、悔いは
ないという清々しい気持ちで引退し
たい。そう思った私は、とにかく行け
るところまで行ってみようと、競技
に専念するために2003年、プロの陸
上選手になりました。そして、2005
年、フィンランドのヘルシンキで開
かれた世界陸上で、再び銅メダルを

獲得することができました。
　私が陸上競技を続けてきた理由の
ひとつに、「意識が変われば人生が変
わる」ということを体現したいとい
う思いがありました。私が将来のオ
リンピック選手たちの先駆者とな
り、私の経験を基にさらに高いレベ
ルの記録を出してくれることが願い
です。
　私が大好きな孔子の言葉に、「これ
を知る者はこれを好む者にしかず。
これを好む者はこれを楽しむ者にし
かず」というものがあります。物事を
知っている者はそれを好む者に、好
む者はそれを楽しんでいる者には及

ばない。陸上選手の日常は、朝から晩
までひたすらダッシュをするといっ
た地味な練習の繰り返しです。そし
て、オリンピックに行くことができ
るのは、その中のほんのわずかな選
手だけです。そのような中で最後ま
でやっていける選手とは、苦しいな
がらもどこかに自分から楽しみを見
いだせる選手です。私も、とにかく自
分が楽しいように自分の意識を変え
ていこうという思いで競技を続けて
まいりました。私の経験が、皆様の何
かのお役に立つことがあればうれし
く思います。

失敗をバネにメダル獲得へ

意識が変われば
人生が変わる
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